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○疾病・事業ごとの医療体制
・ がん
・ 脳卒中
・ 急性心筋梗塞
・ 糖尿病
・ 精神疾患
・ 救急医療
・ 災害時における医療
・ へき地の医療
・ 周産期医療
・ 小児医療(小児救急含む)
○居宅等における医療

○地域医療構想

○地域医療構想を実現する施策

○病床機能の情報提供の推進

○医療従事者の確保

○医療の安全の確保

○施設の整備目標

○基準病床数 等

医療計画の策定に係る指針等の全体像について

医療提供体制確保の基本的考え方

基本方針【大臣告示】

医療計画の作成
○ 一般的留意事項

○ 内容（基準病床数 等）

○ 作成の手順 等

疾病・事業別の医療体制

○ 求められる医療機能
○ 構築の手順 等

【法第30条の４第１項】

都道府県は基本方針に即して、かつ地域

の実情に応じて医療計画を定める。

【法第30条の８】

厚生労働大臣は、技術的事項について必要な助言ができる。

【医療法第30条の３】

厚生労働大臣は基本方針を定める。

医療計画作成指針【局長通知】

疾病又は事業ごとの医療体制について
【課長通知】

医 療 計 画
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旧

2

医療計画作成指針目次（案）

新

はじめに
第１ 医療計画作成の趣旨
第２ 医療計画作成に当たっての一般的留意事項
１ 医療計画作成等に係る法定手続
２ 記載事項
３ 他計画等との関係
４ 医療計画の作成体制の整備
５ 医療計画の名称等
６ 医療計画の期間
第３ 医療計画（地域医療構想を含む）の内容
１ 医療計画の基本的な考え方
２ 地域の現状
３ ５疾病・５事業及び在宅医療のそれぞれに係る医療
連携体制

４ 疾病の発生状況等に照らして都道府県知事が特に
必要と認める医療

５ 医療従事者の確保
６ 医療の安全の確保
７ 基準病床数
８ 医療提供施設の整備の目標
９ 地域医療構想の取組
10 その他医療を提供する体制の確保に関し必要な事項
（「今後高齢化に伴い増加する疾患等対策」を追加
（ロコモティブシンドローム、フレイル等））

11 施策の評価及び見直し

※現時点での案を記載したもので
あり、今後変更の可能性あり

はじめに
第１ 医療計画作成の趣旨
第２ 医療計画作成に当たっての一般的留意事項
１ 医療計画作成等に係る法定手続
２ 記載事項
３ 他計画等との関係
４ 医療計画の作成体制の整備
５ 医療計画の名称等
６ 医療計画の期間
第３ 医療計画の内容
１ 医療計画の基本的な考え方
２ 地域の現状
３ ５疾病・５事業及び在宅医療のそれぞれに係る医療
連携体制

４ 疾病の発生状況等に照らして都道府県知事が特に
必要と認める医療

５ 医療従事者の確保
６ 医療の安全の確保
７ 基準病床数
８ 医療提供施設の整備の目標

９ その他医療を提供する体制の確保に関し必要な事項

10 施策の評価及び見直し

281546
タイプライターテキスト
※第七次医療計画に向けた新指針

281546
タイプライターテキスト
※現行医療計画の指針
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医療計画作成指針目次（案）

新 旧

第４ 医療計画作成の手順等
１ 医療計画作成手順の概要
２ 医療圏（構想区域）の設定方法
３ 基準病床数の算定方法
４ 病床の必要量（必要病床数）の算定方法
５ ５疾病・５事業及び在宅医療のそれぞれに係る医療
連携体制構築の手順

第５ 医療計画の推進等
１ 医療計画の推進体制
２ 医療計画の推進状況の把握、評価及び再検討
第６ 医療計画に係る報告
１ 医療計画の厚生労働大臣への報告
２ 医療法第30条の11の規定に基づく勧告の実施状況
の報告

第４ 医療計画作成の手順等
１ 医療計画作成手順の概要
２ 医療圏の設定方法
３ 基準病床数の算定方法

４ ５疾病・５事業及び在宅医療のそれぞれに係る医療
連携体制構築の手順

第５ 医療計画の推進等
１ 医療計画の推進体制
２ 医療計画の推進状況の把握、評価及び再検討
第６ 医療計画に係る報告
１ 医療計画の厚生労働大臣への報告
２ 医療法第30条の11の規定に基づく勧告の実施状況
の報告

※現時点での案を記載したもので
あり、今後変更の可能性あり




